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　カイコの’幼虫の単眼な胸部や腹音侭に称横してそれから　　り外観上1）においては1∫己棄に咽適応「し・2）tこおいて

発逮・し載虫艘眼色な遺伝鴬納勺に調べ燃脚二｝bるが　は懸に1脳応をな’し光臆孔蜘W醐えた。

（諸鳳，1938，ig41），これな光愚覚器窟とLて1樹砥・，　　　緯梱の結衆｛：k　Table　1に示す瀬1，であ嬢。

騰蝉的に磯しブ1・もの圃1燃いように1肺編・　　　T。b1。1．　R，sult，。f，，、，、g．　p！antati。、、

その離．纐欝締ドためでその糊ミ射購幅。　　　　50　　列　g　37

　　　　　　　欄及び轍方法　…　　　実験結瓢び潔　・力
．欄に1・・L’　E1　2化燐2化鮫奈fl…髄用㌔・5㈱聞　　　　　形　態

鷺劉讐ll蕪熱難ll潔瀦驚繍鋤鋤　諜1繍
びいた．この実験では雌1織中に埋没した鰍，！、駆乏び・いが，小眼勲c¢t顕K六角形を承さ1な、’ものが多く，

龍応の醐とば不幽で魏ので，供躍禰すべ　大謎も…変異にとんている講に繊五周梛舳c叫玉：

て徽醸阯｝。酬したものな胤、96。・　　搬部噺し㍑レ1執・・1”nsの翫は職b殿
羽綴鱒駒傘甜｝醗達した複恨に対厭鱗　セこ示柵り脇る・

件蹴’・’ee @　　　　　　　お鰹講駕読螺1漁焦驚醗鑑1：
1）光脚0°Oluxに2°分聞露bll（温度25°C湿度65％）　が小形・－ttあると、、うが，。喋験で｛づ、，眼の購部と中

2）鍍゜lux㈱）｝こ2°欄接触（穣23°C，湿　螂と、，　f蝋に灘　戯れデ、、澱の囎と購1顔

度86％）　　　　・　　　　　の　欄：。よ翻鋤、欄である．｝総（ig38）（－3、　7）イ・

騰辮齢え燃体噸眼1洩職欄酎ると酌　醐罠燃よ挫じた・縷臆囎雪眼・で脚照よ蝿
にCa「n°y’s　s°luti°n鋼定し・“｛㈱こX　1”　62°C @大，1轟乾服1。1酬撮より，」、で・姻。類が娩腱．一・，

pa「affinを胤’て切片とした・ただし・鱗鰯鰍　正撫珈・紺概も畔i熊、る。＿・idium躯1剥

瀧みるた膿猷傑なかつた・　　　　をみる。とがで誼かつたとしている。しかし，私の場

唯醐糎響墾騨）儀塑黒艶を呈ヒ璽台で臨めて鵬㍑躯劃が渤ら・t・・71（・h…．・）。

　＊僑州大学繊維学部坐物挙教窒研究業績第1斗号．　　　　これはカイ：1の体内部に埋没して発育した複眼と体嚢に

　　昭和28年1度丈部省科学糊：究助成金の補助をうけた　　　露出したものの相異点であろうが，異“｝重形（Photo，5）

　　‘‘家蚕及び野寮の複眼に関する研究”の一部をなす　　　一．一一．　．．．．－t－．、．、．　＿＿＿一＿＿＿．＿＿＿．．＿＿＿＿一＿．一

　　もので助成された当局に深く感謝する。　　　　　　　　＊　この場合移植されて正常i・C発育したものを指すo

N・・nb・r。f　1・・v・・L。n，、、1t・・nsplant・d　l

ab註orma1 fall¢d’
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Table　2・Measur。mepts「of　the　comeaUoug（a’verflge　yaluの

．吻・璽5璽」・・・・…fac・t　Th・・…ss・f・fi－・・IM・・・・…va…e

盤闘盤i鰯・「蒲細響聾満謡詳蕪∴．臼一嚥rl割孟瓢A－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　’　　　　　　　　－

　　27・6μ　22・6μ　495・P・　332μ・1　11．O・　　8．4Pl　2S、1”」30．8μ
　　一．一一一一・一一・t－一…一一一一一一一一一一一一」．＿＿一＿．、、．．．．i．、、．　　　一、，．．．一＿t、．、、．t．t、．一．＿俺

にお・・て醐らか醐めら穐の℃・． 怩ﾉ｛欄軸棚　9・・i・脚・li・・ll1・…pg・・、d　b岬M・y・魂剛，・

を要するものと思う。　　　　　　　　　　　　　　　並しい四［i列をζらせるよら働くものでこれらを欠いた納

　円錐晶体部＊Crystalline　part：円鵬轟1休crys一　　鍛疋常に発遡しなかつた，1．、のと」｛｛i蜷して、・る。叉茂醸単

t“11ine　c°n・の形1謙紺1獺と購岡一で魏が・。ne　眼嘱脚・よつてπ購眺じナ・灘では醐蝦卿
の巾央部が対照より．flli幽くけずられたものが多い（Ph・一　く，肪に放射硫神繍コ見られ勧、つ献いう。Lf，．i

㌻・・3）・、慶さ｝押均4S・4・・帷・陶1M・脇・・謝　U，私の轍鷲・P・i・。吸て｝・・pibp・1・・nが鋤rら

照i爬のそれぞれ60・　o・　P・18・OSLI‘こ比べては小さかつたが，　　　れずにperiopticon及びextcrnal　chi斜sma＊が認～ら

髄抑砒｝蛮4・1°で・対：照1罠の3・33，〃・’のft・93劫　らl／’・＊・・烈・㈲・i・鐸1吸び・・ln・．・und　b・ndl・1・頭

大で，沖ぬ脚の4；　25」・　lp　1－a・小聯る・すなわ鯛　1・膵榊1な輝も四：旅放肌ているの泌ら締

鰍よりも綴呼゜nr刎’属のとい舷う・・蜘　（pl・9・。・4）・・…m・1・hi・・m・U琳麟が奴㈱

｝謝照眼1司様4・の細胞よりなる。　　　　　　の成功したもの購このfflll辺にゴ酬職跡（池1エf，1go4，
｝

　虹彩邑繋iris　pigmtlntは礎当旨色な昂しcon・：i靴働　　　1913）が見られ云：。

紅飽んでいる。　　　　　　　　　　　　　　　　引　　　　キチン板Chit漁platβ：磁階の襖瞑紘chitin　plath

　細膜及び桿状俸部Ret価al　and　rhabdOme　pゑrts：　　によつて安えられているが（photo．2），鑓状形饗はな

retinula，　rhabdor　e，tapctum及びbasement　m6m一　　いものや，発｝垂しな、、ものが発鋳包されたo充分発磁した

brane　l・＊X，　・ずれも存姦するが，気照眼（≧90μ内外）に　　眼ではよくchitin　plateヵミ発薄して、・るので・複眼

比してはいちUるしく発礁せデ，侵＄は10駆に遊しな　　の発腿とchitn　plateの発灘と敵轡棲な関餓があると

い。しかし，retinular　pig，　ment（S¢condary　pig一　　思われる。従来外鰐内に趨眼馳な淡驚1．・ているが，移樒

rn・nt）及び鐵螺h・sal　pilt・he・・1淵瞠に奴瀦　Lた徽でirk　e　op・hi・i・P1・t・』の発鹸鮪無が鍵｝瀬

連絡してこの部分な充満している（Photo．2，3）。こ． @眼邑に多分に影瀞しで、．・るので，、特に異状形の場脅には

のようなこと｝rk対照眼では滋く見られぬところで，　rあた　　　外観のみで綾眼翰を決定するのは砥険である。すなわち

かも鱗翅目アゲハヂヨウISIに鴨するものあ蔑隈（八木，　　　chitin　plateカミ恨め側：辺1酬聾立に位概しなL・場合ぽ白眼

1951）や直翅目のケラのー繊眼（・∫i山，1952）等に類似しで　　　といえど亀黒蝕眼にみえること力竣）るからであるo．

、・る。’これiな色素の絶「対造の多L・ためか，複瞑の発．確の　　　・’気警系Tracheal　system；chitin　piagcの宋端

充分でないためか調知でぎない淋，網携郭分の用いこ’と　　部から複眼内に侵へしtaPetu血に到つているの1・ま）　・「

からおそらく優者の原因によるものと思われる。昌　f　　　対照眼と岡一であるが，その発」藪欲頗る遅退している。

1神経系Nervous　system出asement．membrane　　異常形；破片瞑に1・醐し，種々の形熊のものがみられ

から直接retinu1証に連絡している神経のsingle　bundLe　　るが・いずれもcσmoaUensほ疋智差ご発趣しており・

layer及びそれより内方のcompound　bundle　layer　　eの下にcrystaUine　COIIeも存峯旺する。ただし，「火体

ぽいずれ欄あられるが、（Ph・t・．4），　K。。・C（1922）　において錨は鵬．て短縮されてbる。　ret’inu！a・．及び

のLytnantria　disparで脊つた実験一幼虫の展終齢　　　rhabdome、等i擬壷然みら札ぬもの多くゴ特に細く｛突出

脱皮後・脳及び視御経節opt量c　gan鐸IiOI1な切除した　　　した異状形C’はretinular　pigmentがな駆が・あうて

一一
ﾆ同様に66mPound　bundl’e・1ay己rはヨ昌常に木　　　亀ごくわずかである』。～：のような部分ではfetinulqr

i規則のものが多い61〈oDECほこのことに・っ㌧｛て脳又橡　　　の代りに無構造な原形質が充墳し，特には富洞も距つて

』稿翻鶴禰鱒の禰弼る・が，ここで膨山　いる（p堅2・．搬一．一＿　t－．．一．＿一＿．．．t．＿＿

　19・1933），八木（ユ938）等に従つて上祀の名を用いた。‘　　　＊　これらの名穂はHlcKgoN1（1385），　LuBBocK

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　『』・　、・，　　　　．　（1888）・PACKARD（1898）iYAGi（1953）．等F．ζよるo



’46　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信　少卜i大£§乏繊系f窪£鉾部iilF究　報　 ｛ti一　　　　第　　3　　一号　　，

複恨の基部は罪常に色素が多く，紳経繊維はあつても放　　．　ら発達した成虫の短眼砂構疏及び機自旨について究明1．、

射状をなさない。従つてこれら1蛮機能的なものを搏りと　　　　た。

『は思われない・異状形の1鯛はph・t・・5に示した）iill　2・獅111によつて9，tじた複眼ll｝：形熊：lt．　di・pt・i…9・n

りである。　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　は備えているが，工E常眼より小形で，IF寺にretinular

『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　rhabdolne　の｝1“IS　iJIKカt’：［1三害1’（り．！ものtifこ．トヒ‘し騎讐．i【甦1ノて：、、

　　　　　　　　明及び曙適応　　　　　　　　，、　　　　　　　　　．　　　』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆．lrL・ho
　：複［1艮融明及び1『当の）1メこ1腫｝こおくとき幽1；1：’k－on〈．IH艮で1τk夕糟縄1！1勺　　　3・iris及びこretinular　pigment　l蛮多：｝迂に’filfl／iし，

．に帽違がみられるが・移才偵されたもので1：≒欝に黒紫色な　　　後ゴ丹とbasa正pigtll［：11亡がjl嚇常／て，　rhabdom“な

塁した。これらを内部的に検しても蝕素の移動は誌めら　　．包み，1『etinular　piρmenヒほ明及び暗1ζ二趨応1．・て

れない。これ欲1．）色莱がretinular　partにi繍1！1して　　　ml窟rateす局ことが認められなかつた。

いるため鋤の納がな、・か，2）神経・1・梛〃（除IJ」c　4・・－u・　b・・dl・剛；棚UながC、　si・g1・及び

いるか・3）気管が継せぬブこ・め1麟の供給不充分か等　．c。mP。und．とも1・二r擁し，放射状に分lrf（「し，1・eri－・

がその脳ζして考えら編茎1三：麟ものし繭るが蘭ll分　゜ptiai，・及び・xteynnl・hi・蹴｝闘窪び騨瓢鋤が

によつては移動のspaceがあることから1）は滞面／白　　認ム1）嘱．Lた。

で2）と3）の原因｝こゴi∫能1罵llがある。カイ：’tの窺隈は光　　　5．　optic　g；’mglionの存在は：複眼⑳蹴戒霞休1こは無関

の臓’ドで脳ず’1・鞭剴敵なると巾・り携916w　．概が・複iil醗瀧描鼎…沁ず硫肺は。1・　・’i・

を生ずるから，このり≦験の賜警の馴賄：瀦1瑚滴L醐ゆ　　脚蜘｝・功：関備陥よ1うに患わ牙しる。

複恨とみられる。従・つて対！徽の如く機鮨的に鋤くもの　6・蜘馴動襖1撫こもc。rneni1　IL，nsとcrysttilline・

ζは考えられない・もしPの場｛脚婦ソ的なものが色　　・nnc　1：1：，tht，ず存在したが，色素の分布，蹴伽1・・，

素の移動に関与するとすれ1涛色素移動の可能な部位に　　　．「habdonie及びnUttvous　systc鵜の構；罎襟非1｝撫こ：

SSVhて当然穣動が行われると考爵．られるので，カイL”の　　　．　irregularであ・：）た。

場禽には「etinula「pigmQntの移動に関してホルモン　　　7．　retinular　pigmentの拶働｝窺関与するホル：E一ン【・i勺

的物質の存樹；晒定的てある。I」：　te・この彪熱験討の　．物腰・う鮪臨醗i的で魏。．

余地が多いが，それについ’ごほ別に報告する用意力：ある

のでここで認の翫継べるにJl、める。　　．　　　　引用丈献

　　　　　複眼の鍵と神経との関係　．　Hr“kTs°N・’　f，　’r・；Qu“「t・」－Mi・…S・・12125　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7215－・221　（1．88S）

1〈・PEC（1922）は上述したようV：　Lユ，，’t・・flt・’iaでf・J）虫　海珊1歎蟷蝶親艮，141・858－861（1904）

の脳や・Pti・騨蜘nを最終歯翁で切除し7鵬合にもこ　r－．一・；縦醐糊生理論（1913）

れと無関係に正欝の複眼が生じたと報告し，これに対し　　L，UBI］OCK，　T．l　On　tha　senses，　instincts，　and　ln－・

KRA・・cA（1924）はD・…philaのb・・一・・y・d皿uta・・t　、tや11ig・n…f瞬m・1・，　wi・h・p。・i・1　referen・。

で複眼と神経i系の発遵iとの間には極めて密接な関係があ　　　　to　insccts：1－292（1888）

り・複眼の発灘の小なるものは・pti・9・ngliρnの総　K。剛，　S．；」・・r．　E・pt．　Z・。1．，36・4S9．一一466（1922）

さも3（　reduceしているとL・つている。　　　　　　　　　　KoYAMA，　N，；Jour，　New　Ent．，2，3．4：5．＿6

　私のカイコの契験ではQptic　ganglionの存否ほ複隈　　　　（ユ952a）

の形成それ自体には何ら関係はないが・・pti・g・ngli・n　　　　隻R・・．　R・p。1・t・f　F、cuL　T。。t．＆

の焙賊は全部が存在しなければ・形態・機能とも麟　　S…i・”2、47．．．so（1952b）

なる複眼醗達しないように思われる・しかレこれ1ま　小帳細蟹縛会・榔支部翻集5，（1953）

幼虫の若齢期から単眼を移鎖して更に検副すべき問題で　　KRAFIta，1．；Biol．　Bu11，，47：143・一一・149（1924）

あろうo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請｛壁静次郎；遺松学雑誌，14，5：204．＿＿210（1938）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－t；　工bid．，17，　1：21－27（1941）
　　　　　　　　　　摘　　要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PAclcARD，　A．　S．；Atext　book’。f　entom。1・gy；1

1・カイコの幼虫の単眼をその腹部に移植して，それか　　　一一一729（1893）
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S・m，S・；S・i’Rep・T6h。k・．Univ．、Bi・1”an，　．1．・．　．　　．

33．一　14（1953・）　　、　　・　　　・。p1。。5、、。。。，、h。　pl。、es

－＿
G　Ibid．，20，　1：45＿53（1953b）　　』

騰・臓勤難誌，62，　・，・，81（・953。，　、、、・・・…1・A．sillrw・・一・・h…mM－・n

杉蝉平；応用動物，．5，5・211－217（1933）　　　　whi・ht1・卿・m。fth・i1噸・・1。y。h・db・en

八木誠政；膿躯試験場彙報，3，2：183　－206（工938）　『．1　　t魚取＄P舶atedon　the　fσurth　abdo血i駄al　s“gment，

YAGI，　N．；J…．F・c・L　T。。t，＆S，，i，∵Si。，h。　・ph・㌻b・．2・．L・蜘・dinnl・ecti・n　6f　th・d・v・1・P・d

　　Univ，，1：131ww1ツ3（1951）　　　　　　．．　　　　　　tt　eye　from　the　transplanted　ocに11L

　　　－…・脚・，3・29－41（1953）　　　　Ph°t°・・3・Ditt°°f　the　ctty・talli・・　a・d・h・bd・m・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　parts　when　dark　adapted．

　　　　　　　　　　　　　　　　S・mma・y　　．　　　Ph。t・・4・Ditt。。f　th・1孟ght蜘t。d邸，，

巳・h，・h・・・…－h…s・1…9…一・・h・．Phat°・5・An　abn°「n・al・・y・d・v・1・P・d・f…

・’煤Eu・瞭・・d　th・f・n・ti。。。f・h曲噸。、1，。m．　　t「an，spl・・t。d…11i・

P・u・d・y・de・。1。P，d　f，。m　th。，，、n，pl、。，，d． @Ph・t。・6・L。・gi・・dl・・1・・c・｛・・。f・1－・押…

…11i・・・…bd…・…h・・i！l－・・．Xt・・　sys蜘゜f　th職゜「ma1“yc・

白u1憤mar三zed　as　fol豆ow＄．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　「

1，　The　tranSpl侃nted　eye　has　the　dioptric　pαrts　　　　　　　　　Explanation　of　abbreviations

・・i・・h・。・di…y・y・，・1・Q・・1ゆ・・。・・1・iz・　　　畳駐the　plates．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．aぬd繊unit°mniatidi“㎜・・…d…dh…m・11　1　Bm・B…m…m・mb・…
．si：°我s　c°mparcd　With　th°sc°f　tile　”gr”｝“1°・°・ごCb・C・叩u噛md1・】・y…

2・Th・・e甑・1・ゆg剛，　b瞬・・降・・…dwi・h　Cc：αyst・lline・幟・

th・b・・alpi蜘・nらd。・・n・tm・v，。脚dd。w鳳　．CI・C・・聯U螂　　．：　　．．
in．・th・r・ti・u1・・．P鍵t．i・・he㈱。。f　liglEt。。d　　Cp・Chiti・P1・t・．．

　　dark　condition，　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　．　　　　　　　　．　　Ec：External　chiasma

3．Th、　d。冊1。，＿，。f，h。　c。m，。。。d。臨　　…T・・c・・f・与・・c・II・s．

・・c蜘1晦dw三・h。。t。pti。　g、。gli。。，　b。ガf。r　　p°・P。，・i・ptま・。・

・h・f…・・ま・・。f．・h。　P・・f。ct・y・・h。　g。ngli。。　．　Rh・Rh・bd・・n・nye

・・em・t・b・職。・，SSa，y．　　　　　　　　Rp：Reti曲・pigm・nt
4。エ・i・h・・dt・m，。ti。n　th6　d。。id，d。。。mp！。　　Sb：Si・q・　ly’　b・nd！e　1・y・r，

1櫨諜鑑舗蹴翻瓢鴛翻諮b，ri、，、。gy，・，・。，、u、，y・。，1・Tektile

・。ti。。1。，　pig凱，。t　in　B。血by。。y，．　．　　　“nd　S・ゆltF・ye・Shi・・h・Unlv…ity）

噂


